
２０周年記念誌発刊にあたって 
 

                                      大町市少年剣道クラブ 

                            代表指導者  田 邊 一 弘 

 

 大町市少年剣道クラブも２０周年を迎え、当初７名の仲間で発足した当クラブも、今では「おお

まち剣道スポーツ少年団」・「ときわ剣道スポーツ少年団」と２つの少年団を組織する地域最大のス

ポーツ団体に成長して参りました。 

 これも一重に情熱的にクラブ員の指導にあたっていただいた、木村隊長を初めとする指導者の皆

さん、大町市剣道連盟の暖かいサポート、そして、クラブ運営に積極的に参画し、定例稽古を初め、

各種大会行事等、クラブの土台をしっかり支えていただいた保護者会「守破離」の皆様等、三位一

体となった活動が今日の姿だと考えます。 

 いろいろな大会において活躍する、クラブ員各位の素晴らしい成績を喜ばしく思うことは基より、

リーダー講習会やいろいろな交流会、各種行事に参加し友達の輪を広げ、知識、教養を身に付けて

いるのも当クラブ員でありますし、保護者会の皆様も、スポーツ少年団指導者講習会等、積極的に

参加するなど、他のスポーツ団体では真似のできない素晴らしい組織に成長しています。 

 青少年の健全育成が問われる中、社会教育の一環として捕らえ、他のスポーツ団体の範となるよ

う、２０周年記念誌発刊を新たな出発点と考え、更に大きく飛躍しなくてはなりません。 

 ２０周年を迎えるに当たり、隊長を初め関係指導者、多くのクラブ先輩氏、保護者会の方々、関

係団体の皆様方の情熱と御努力に改めて感謝を申し上げると共に、今後、剣道の教えを通じて素晴

らしい人間作りと、剣道の普及・発展のため、大町市少年剣道クラブ員それぞれが総力を結集し、

新しい時代を担って行こうではありませんか。 

 大町市少年剣道クラブが、更に大きく躍進・発展することを希望し、ご挨拶と致します。 



お 祝 い 

 

                            

大町市剣道連盟 

連盟長 奥 原 徳 男 

大町市大字常盤 4862 番地 2 

 

 

 大町剣道クラブ発足２０周年を迎え大変お目出度お御座居ます。心からお祝いを申し上げます。 

 エイ、ヤアと少年剣士のお元気な掛け声や稽古が終り、気持ちの良い汗を流し満足げな顔を見る

時、指導の先生方、保護者の皆様方、健やかな成長を願う者全部が充実感に溢れる時であります。

特に此のスポーツクラブで精進をされ、現在は指導者として頑張っておられる先生方が居ることは

大変喜ばしいことで、長く続いてもらいたいと思います。 

 剣士の皆さんは、大北地区、県、国の大会でそれぞれ優秀な成績を修められた事は、誠に大変名

誉な事であります。県、国の大会に出場出来なかった剣士にも、夢と希望を与えてくれた事は大変

に嬉しい事です。 

 敗戦により自由国家と成りましたが、青少年の中に自由と利己を取り違える人が居て、将来を憂

い、これを正すには日本古来の武道精神に頼るのが一番と、柔道、剣道が盛んに成りました。 

古来武道の精神とは 

  一、国家社会を愛すること。 

  一、礼儀を正しくすること。 

  一、信儀を重んずること。 

  一、誠を尽くすこと。 

 一、質素を旨とすること。 

以上しっかりと肝に銘じて心身を鍛え、気力を養い、明るく住みよい社会づくりに貢献してくれる

若者に一人でも多く成長してくれることを願って、私も四十数年間七十歳を過ぎる迄剣道が続きま

した事を、皆様方に改めてお礼を申し上げます。 

 短歌を一つ思い出しました。 

 

    「人ごとに 登れる道は 異なれど 

              同じ高根の 月を見かな」 

 

 剣道で培われた善悪を弁えて、金の有る無しではなく、又地位の高い低いでもなく、長い人生を

振り返り、少しの反省はあっても満足な一生と成ります様に努力をして頂きたいと思います。 



祝   辞 
 

大町市スポーツ少年団 
本部長 松 本 典 久 

 

 大町市少年剣道クラブ創設２０周年を迎えられ、節目の記念誌｢守破離第２号｣が発行されますこ

とに心からお祝い申し上げます。 

 昭和５３年創設以来「一人でも多くのこどもにスポーツの歓びを！スポーツを通し子供の体と心

を育てるとともに地域社会への参加」又、県内外のスポーツ少年団の交流事業への参加を始め積極

的にリーダー養成の講習会にも参加、又日独スポーツ少年団同時交流、オリンピック国際ユースキ

ャンプに多くの団員が参加し、国際交流活動にも大きく貢献するとともにスポーツ少年団での活動

が後輩団員の指導を始め、社会に出ても積極的にリーダーシップを発揮してくれることと思います。 

 こうした活動の支えとなっている育成母集団も、自分の子供は自分の手で育てようという考え方

とともに全員が役割分担による運営、自分達も市民スポーツ祭、やまびこ祭りの踊り連などに「守

破離」という団体名で参加している姿は、団活動にとっても大きく貢献していることに感謝と敬意

を申し上げます。 

 近年青少年をとりまく社会環境は著しく変化しています。剣道は「礼に始まり,礼に終わる」日本

古来の武道です。剣道を通じて他人に迷惑をかけない思いやりのある人間性豊かな大人に成長して

くれることを祈っています。 

 最後に貴団の育成指導にご尽力いただいたすべての方々に心より感謝申し上げるとともに,２０

周年を機により一層のご発展を心よりお礼を申し上げ,お祝いの言葉といたします。 



ま え が き 

 
１ 本書は、私たちのクラブが創立２０周年を迎え、記念事業の一貫として編集したものあり、記

述編（第１章から第４章）及び資料編からなり、本文は、平成１０(1998)年１２月現在とし、参

加行事や試合結果等については、平成１３(2001)年までを掲載している。 

２ 本書の作成は、木村隆一が主に行い、日本スポーツ少年団に関する内容については、西澤剛及

び松本淳が担当した。 

また、クラブ員の作文や先輩諸氏から頂戴した寄稿文等は、保護者会の鎌倉広美、多田穂奈美、

田中寿子、中島恵里子並びに本林ひとみが入力作業を行った。 

３ 大町高等学校剣道部に関する内容については、大町高等学校の図書館に保管されている学友会

誌等の資料の中から、主に昭和１７年以前の各年代の特徴があるものを抜粋している。 

特に、資料の収集には、大正８年から大町高等学校の教練教師として配属された太田庄三郎の実

娘である太田實子、大町高校図書館司書の傳刀充子の両氏の協力によるものである。 

４ 引用並びに参考とした文献等は、本書の終わりに記して謝意を表するものである。 

５ 引用文などは原文通りを原則とし、不明な個所は、□又は（―）とした。また、引用文の紹介

にあたっては、内容により表現方法等に相違がある点は了解されたい。 

６ 年代は日本年号で示し、括弧内に西暦を示すことを原則とした。 

７ 大会参加記録等については可能な限り調査したが、記録の残っていないものもあり、不詳とし

ているので了解されたい。 

８ 本書に関係する資料については、必要に応じて大町市少年剣道クラブハウスに保管してある。 
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（５）東統合スポーツセンター完成記念剣道大会  （６）第１１回さくら草旗争奪剣道大会 

第３節 県内の大会参加記録 

１ 長野県剣道薙刀大会／197 

２ 長野県少年健全育成柔剣道大会／199 

第４節 中信地区内の大会参加記録 

１ 松本市民体育大会／204 

２ 国宝松本城お城祭り少年少女剣道大会／217 

３ 塩尻市武道大会／219 

４ 中信地区少年剣道大会／221 

５ テレビ松本杯争奪少年剣道大会／225 

第５節 大北地区内の大会参加記録 
１ 県民さわやかスポーツ祭／226 

２ 大北地区青少年柔･弓･剣道大会／235 

３ 白馬少年剣道大会／244 

４ 北安曇中学校体育大会／244 

５ 大町市民スポーツ祭／247 
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